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放
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

せ
ん
し
、

家
族
同
様
の
牛
た
ち
を
手

乳
し
ぼ
り
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま

　
ま
た
、

余
っ

た
か
ら
と
い
っ

て
、

直
ぐ
に
は
増
や
せ
ま
せ
ん
。

３
年
と
い
う
時
間
が
必
要
で
す
。

と
し
て
家
庭
に
届
く
ま
で
に
は
、

約

　
私
た
ち
が
普
段
飲
ん
で
い
る
牛
乳

で
初
め
て
お
乳
を
出
し
ま
す
。

人
と
同
じ
哺
乳
類
で
す
。

子
を
産
ん

と
で
す
。

そ
れ
を
生
み
出
す
乳
牛
は

　
「

生
乳
」

と
は
し
ぼ
っ

た
乳
の
こ

ャ
ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ギ

　
新
鮮
ゆ
え
に
、

消
費
地
の
本
州
に

短
さ
」

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
差
が
生
乳
の
「

保
存
期
間
の

が
乳
製
品
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

量
は
わ
ず
か
２
％
に
過
ぎ
ず
、

大
半

　
そ
の
一
方
で
、

道
民
の
牛
乳
消
費

ッ

ク
３
８
５
万
本
）

で
す
。

別
村
で
３
８
４
５
ト
ン
（

牛
乳
パ
ッ

ェ
ア
は
５
割
を
超
え
て
お
り
、

初
山

　
北
海
道
の
生
乳
生
産
量
の
国
内
シ

す
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

ー

と
脱
脂
粉
乳
な
ど
の
在
庫
を
増
や

心
に
比
較
的
賞
味
期
限
が
長
い
バ
タ

　
こ
の
た
め
、

北
海
道
の
工
場
を
中

り
ま
し
た
。

よ
り
、

乳
製
品
の
需
要
が
大
き
く
減

　
さ
ら
に
は
外
食
や
観
光
の
自
粛
に

喪
失
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
用
牛
乳
の
需
要
が
、

８
割

　
令
和
2
年
、

感
染
拡
大
の
影
響
で

と
が
わ
か
り
ま
す
。

沢
山
の
食
品
に
姿
を
変
え
て
い
る
こ

よ
う
に
、

私
た
ち
の
健
康
に
役
立
つ

「

ミ
ル
ク
ツ
リ
ー
」

を
見
て
わ
か
る

　
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
、

生
乳
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
っ

て
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「
い
の
ち
」
を
紡

ぐ
物
語
だ
か
ら
。

-　２　-

生
乳
は
「
足
も
早
い
が
、
使

い
道
も
多
い
」

　
酪
農
は
、
人
と
牛
が
毎

日
、
毎
日
「
い
の
ち
」
と
自

然
を
紡
ぐ
営
み
な
の
で
す
。

　
冬
で
も
モ
ー
一
杯
。

　
毎
日
牛
乳
を
モ
ー
一
杯
。

村
の
牛
乳
は
お
い
し
い
⁉
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フ
ェ
オ
レ
や
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

を
飲

む

、

乳
を
使
っ

た
料
理
を
作
る
、

カ

ェ
オ

や

ル

ィ
ー

飲

に
手
を
当
て
て
」

飲
ん
だ
り
、

牛

乳 の
皆
さ
ん
も
「

お
風
呂
上
り
に
腰

に
手

当

」

に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

住
民

の
皆

に
お
か
れ

、

お

と
共
に
生
み
出
し
た
生
乳
を
無
駄

に
す

が

い

、

　
極
寒
の
中
、

酪
農
家
の
方
が
牛

共
に
生
み
出

生
乳

無
駄

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

粛
な
ど
に
よ
り
再
度
、

大
量
廃
棄

の
課
題
が
心
配

れ

す
。

染
状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、

外
出
自

粛

に

再
度
、

大
量
廃
棄

　
し
か
し
、

学
校
の
春
休
み
や
感

染
状
況
が
拡
大
す
れ
ば
、

外
出
自

れ
ま
し
た
。

さ
ん
の
お
陰
で
最
悪
の
事
態
は
免

れ

。

れ
る
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、

皆

　
昨
年
末
、

生
乳
が
大
量
廃
棄
さ

れ

心
配
が

が
、

み

す
。
」

と
話
す
。

か
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま

す
。
」

を
始
め
、

前
搾
り
で
変
調
が
な
い

か
最
新
の
注
意

払
い

す
。
」

炎
に
気
を
付
け
て
い
る
。

初
産
牛

　
奥
さ
ま
の
昌
江
さ
ん
は
「

乳
房

炎 い
日
々
し
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
」

じ
る
も
の
を
飲
ん
で
欲
し
い
と
思

い

が

ぼ
っ

い

す

歳
は
、
「

自
分
が
美
味
し
い
と
感

川
牧
場
」

の
峰
川
宏
国
さ
ん
５
９

歳
は
、

引
き
継
い
で
３
６
年
に
な
る
「

峰

川
牧
場

　
明
里
地
区
で
先
代
か
ら
家
業
を

引

継
い
で

し
ま
せ
ん
か
。

む
な
ど
、
「

モ
～

一
杯
」

に
参
加

せ
ん
か
。

◇
F
A

X
：
0164-67-2298

　
　
現
在
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「

明
治
の
〇
〇
〇
〇
牛
乳
」

に

Q
　
村
の
生
乳
の
一
部
は
？

〇
に
入
る
文
字
は
何
？

「

村
長
室
に
お
い
て
」

い
。

に
速
や
か
な
対
応
を
進
め
ら
れ
た

る
も
の
で
あ
る
。

関
係
機
関
と
共

に
と
っ

て
、

離
農
を
も
加
速
さ
せ

作
率
約
７
割
に
迫
る
本
村
農
業
者

※
水
田
交
付
金
の
見
直
し
は
、

転

し
ま
し
た
。

意
見
書

提
出

。

に
関
す
る
意
見
書
を
村
長
に
提
出

が
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

に 幸
男
会
長
と
江
端
健
一
職
務
代
理

が 農
業
委
員
会
総
会
終
了
後
、

立
田

 
令
和
３
年
１
２
月
１
３
日
、

村

農

◇
峰
川
さ
ん
は
、

平
成
１
９
年
に

北
海
道
乳
質
改
善
大
賞
を
受
賞

（

全
道
で
２
２
戸
が
受
賞
）

◇
ヒ
ン
ト
は
本
文
に
あ
り
ま
す
。

答
え
が
わ
か
っ

た
方
は
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
、

3
月
7
日
ま
で
に

f
a
x
・
メ
ー

ル
で
応
募
願
い
ま

す
。

〇
提
供
～

村
農
業
み
ら
い
開
拓
ク

ラ
ブ

◇
メ

ー
ル

：keizai.no
ui@

　
　

　
　

　
vill.sho

sanbetsu.lg.jp

◇
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０

名
に
乳
製
品
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

な
お
、

当
選
は
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

◇
協
力
～

㈱
明
治
牛
乳
マ
ー

ケ

テ
ィ
ン
グ
部

［
　
現
場
の
声
は
　
］

意
見
書
の
提
出

-　３　-

◇
参
考
文
献
～

一
般
社
団
法
人
Ｊ

ミ
ル
ク
「

日
本
の
ミ
ル
ク
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー

ン
」

※
ご
注
意
～

乳
製
品
に
ア
レ
ル

ギ
ー

の
あ
る
方
に
、

協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ー
モ
ー
ク
イ
ズ

ミルクツリー
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べ
ま
し
た
。

っ

て
い
き
ま
す
。
」

と
思
い
を
述

が
持
て
る
よ
う
な
未
来
を
私
は
作

た
い
と
思
え
る
未
来
、

農
業
に
夢

す
。

若
者
が
初
山
別
で
農
業
が
し

「

夢
を
語
る
の
は
青
年
の
特
権
で

賞
し
ま
し
た
。

を
発
表
し
た
秋
山
直
人
さ
ん
が
受

革
を
！
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
」

の
最
優
秀
賞
は
「

初
山
別
村
に
改

参
加
。

ア
グ
リ
メ
ッ

セ
ー

ジ
部
門

青
年
農
業
者
会
議
に
２
６
０
人
が

　
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道

ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

「

役
場
に
て
」

激
励
し
ま
し
た
。

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ん
か
ら
、

春
菊
な
ど
の
栽
培
に
つ

㈱
錦
秋
の
ハ
ウ
ス
で
秋
山
雅
人
さ

座
学
を
行
っ

た
後
、

共
成
地
区
の

の
講
習
会
に
は
1
4
名
が
参
加
。

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

主
催

冬
野
菜
の
振
興
を
計
画
中
で
す
。

　
村
で
は
令
和
4
年
度
に
向
け
、

り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

第
３
弾
は
、

保
育
所
園
児
に
手
作

行
い
ま
す
。

母
」

と
書
く
苺
の
栽
培
体
験
を

第
2
弾
は
、
「

草
か
ん
む
り
に

母
」

隊
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
発
信
。

収
穫
の
風
景
を
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の

ェ

ブ
ッ

で
発
信
。

第
1
弾
は
、

有
明
の
瞭
陽
農
場
や

い
し
ま
し
た
。

〇
撮
影
は
長
坂
め
ぐ
み
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

は
昨
年
、

２
戸
で
㈱
長
坂
組
を
設
立

ん
（

指
導
農
業
士
）
、
優
太
郎
さ
ん
は

　
兄
弟
の
父
で
あ
る
、

長
坂
幸
弥
さ
ん

ぶ
一
コ
マ
で
す
。

の
ご
兄
弟
が
ス
ノ
ー

チ
ュ
ー

ブ
で
遊

ぶ
一

で
す
。

蓮
斗
（

れ
ん
と
5
歳
）

さ
ん
の
２
組

の

兄
弟
が

ー

チ
ュ
ー

ブ
で
遊

長
坂
統
真
（

と
う
ま
7
歳
）

さ
ん
、

蓮
斗
（

れ
ん

歳
）

ん
、

組

（

り
ゅ

う
せ
い
5
歳
）

さ
ん
。

（

り
り
な
8
歳
）

さ
ん
、

琉
聖

（

ゅ

せ
い

歳
）

　
写
真
は
、

字
明
里
の
長
坂
璃
々
奈

（

歳
）

ん
、

琉
聖

い
ま
し
た
。

　
調
印
に
は
、

立
田
幸
男
会
長
も

立
ち
合
い
、

４
月
か
ら
の
就
農
を

秋
山
直
人
さ
ん

最
優
秀
賞

℡
0164-6

7-2211 fax6
7-2298　

メ
ー

ル
：keizai.no

u
i@

vill.sho
san

betsu.lg.jp

①　３５歳未満の方は、月額１万
   から加入できます。
　・２万円　⇒　１万円に引下げ

②　年金の受取り開始時期を
　ご自身で選べます。
　・６５歳　⇒　６５歳～７５歳未満

村
農
業
み
ら
い

開
拓
事
業

-　４　-

北
海
道
青
年

農
業
者
会
議

秋山直人さん（３１歳）

全
国
大
会
は
3
月
に
開
か
れ
ま
す
。

〒
0
7
8
-4
4
9
2
　
北
海
道
初
山
別
村
字
初
山
別
9
6
番
地
1

初
山
別
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

2
0
2
1
・
令
和
４
年
２
月

　
令
和
２
年
か
ら
、

村
で
は
初
と

なな
る
農
業
に
特
化
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
研
修
を
続
け
て

て
き
た
荻
原
光
央
さ
ん
。

　
こ
の
度
、

研
修
先
の
木
下
喜
代

次次
さ
ん
と
経
営
継
承
の
調
印
を
行

い

表
紙
か
ら

農業者年金が便利に！

ち
ゃ
れ
ん
じ

農
業
女
子

冬
野
菜
講
習
会


